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いる ものと考えられる。なお，前述のように，今後，最上川中流農業水利事業の完成に伴って，

農業用地下水は，非常な干ばつ年以外はほとんど利用 されない計画になっている。したがって，

他種用水の適正な地下水利用が今後とも継続されるとすれば，地盤沈下を伴わない健全な地下水

利用は可能であろうと考えられる。

(松岡功〉
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12. 米沢盆地

(1) 地形・地質

米沢盆地は，山形県の南部にあり， 最上)11水系における盆地群の最も上流部を占める。北西に

隣接する長井盆地とあわせて置賜盆地と も称される。

米沢盆地はs 南北およそ 27km，東西が盆地中央で 1 5 ~16 kmの南から北に向かつて半開状

のやや狭い扇形を示す。最上川の本川(松)11)は，南の吾妻連峯から北流し，盆地の南端で扇状
おもの

地を形成する。その扇端付近に米沢市街地が発達している。支川として鬼面)11，羽黒川，天王川，

屋代川，吉野川，犬川，黒川などがあり，大小の扇状地ないし扇状地的地形がみられる。北東部

および諸河川の合流する中央部は低地帯となっており ，前者は白竜湖を中心とするおよそ 1，000

haに及ぶ泥炭地帯となっている。また，後者には，河川の著しい蛇行がみられる。

盆地の北，東，南には，それぞれ若松山，豪土山，兜山の基盤岩類(主として花商岩〉が露出し，

これらの間を埋めるように新第三紀の緑色凝灰岩類が分布し，南部にはさらに吾妻火山の第四紀

火山岩類が標高 2，000m に及ぶ山嶺を形成している。 また，西には新第三紀鮮新世の手ノ子層，

中原屈と，これを不整合に患う第四紀更新世の玉庭屈とが分布し平坦な丘陵をなしている。玉庭

丘陵をはじめ，盆地周辺の高位段丘商には古赤色土の分布が知られている (図2-2-57)。

盆地内の地質は，イノ戸井柱状図のほか，通産省や県，市の設けた観測井の柱状図によると，磯，

砂，粘土などの互層からなり，掘削地点ごとに層相の変化がはなはだしい。代表的な断面を図 2-

2-58に招Iffる。
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図2-2-57 米沢盆地周辺の地質概念図および盆地堆積物層厚分布図 (本田(22)を簡略〉

200 

100 。

、司、一一-

5 km 

凡 例

. 粘土

仁コ主として砂磯

一一地層境界線

一一手ノ子層(難透水層)の上限

| ストレーナ位置

図2-2-58 米沢地下水盆地質断面図(東北農政局(3)を簡略化〉
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(2) 地 下 水

盆地の地賀状況は，既設井の資料および地下水観測井の地質資料などから解析され，主として

帯水層の性状から 3層に区分されている (1) (図2-2-59，60)。
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図2-2-59 地下水取水施設の設置状況
(5カ年ごとの設置数，斜線部は深井戸，東北農政局(5)から作成〕
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図2-2-60 工業生産の伸びと地下水使用量
〈仙台通産局(10)，(14)から作成〉

第 1層は，沖積層を含み，下部付近

に礁をもち，層厚は厚いところで70m

程度である。第2腐は，磯層を主体と

し，砂，粘土を挟在する帯水層で層厚

の変化が大きく 20-90m で，一般に

は 50-60mである。第 3層は，粘土

質な地層が主体で，礁周，砂層を挟在

し，盆地の南端では 20m程度 と薄い

が，全体的に 70-80m 程度，局部的

には 110mの厚 さを示す。

帯水層の定数として明らかにされて

いるものをみると， 同一帯水層でも地域差が大きい。た とえば，第 3層では透水係数が 10-
2

cm/sのオーダーであるが，盆地中央部では 10-1cm/sオーダーを示し，比湧出量は 250m3/d/m， 

湧出指数は 14m3/d/m2が一般的な値で，700 m3/d/m， 140 m
3
/d/m
2や 40m

3
/d/m
2
， 3 m
3
/d/m
2 

などの極端な値もある。第 2厨のデータは少ないが，透水係数はおおむね 3X 10-
2 
- 3 X 10-1 cm/s， 

比湧出量は 150-280m3/d/m，湧出指数は 3-9m
3
/d/m
2 である。

砂Ji[，小黒川扇状地における不圧帯水層 (第l層)の比湧出量は 200-700 m3/d/m となってい
て，透水係数も 10-1~ 10-2 cm/sオーダーである。

米沢盆地における地下水供給源は，降水や融雪水の直接浸透， 山地流域から扇状地を経ての源

義，水田などのかんがい水からの瓶養，河道におけるも のなどがあげられる。 多雪地帯であるこ
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の地域での融雪に よる酒養は，水田

かんがいからの酒養とともに重要性

をもっている。図 2-2-61は，地下

水の変動と盆地からの流出量を並べ
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揚水に伴う地下水位の低下が，取水 3 

停止とと もに急激に回復することや 4

融雪に伴う水位上昇が読みとれる。

米沢盆地において地下水の採取を

近代的なポンプによっ て行った正確

な考証はできないが，かんがい用や

工業用としてH召和初期には開始され

たようである。

地域内に現存する井戸総数は詳か

ではないが3米沢市分だけでも 1，400

カ所に及ぶとされている九国土調

査法に基づいて行われた水調査の

成果によると，取水量おおむね 500

m3/d以上の規模の井戸は表 2-2-18

①に示すよ うにな っている。この中
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で，農業用と消雪用は季節的利用で 流

あり ，前者はかんがい期間の5月か 量

ら9月上旬まで，後者は主に 12月

から 3月までであ る。

地下水利用の経緯を概観するため

の参考として図 2-2-62を示す。施

設の種類にもきわめて地域性のある

ことがわかるであろ う。なお，65年

代初頭は開田ブームであった。また，
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図2-2-61 地F7.K.位変動と盆地からの流出量

図 2-2-60は工業用水使用量と生産額の割合を対北した ものである。なお3 洋j雪用水はわずか 2

:tl'を除くとすべて深井戸であり ，当然の こととはいえ， 市街地に集中している。なかんずく ，米

沢市では，工業用や雑用の深井戸があるため，深井戸の分布密度が高く 1km
2
当り 81ドという 区

域もある。

盆地内で、の地下水採取施設の分布はきわめて偏在しており，米沢市街地における消雪用，工業

用，雑用および、上水道用のいずれも深井戸群であり，高畠町の中枢がある屋代川扇状地には消畢

* 山形新聞 1980.11.17 
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。

図2-2-62 主要地下水取水施設分布図
(1977年測定，東北政政局(.)，(9)による〉
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表2-2-18① 主要井戸〈市町別 ・用途別〉総括表
(500m3j日以上)

\司ぞ~I 農業用 上水道用 工業用|消雪用 雑 用|合言|

米沢盆地
96 11 24 39 6 176 

121，000 18，000 22，700 26，700 5，400 195，800 

米 市
6 5 16 27 5 59 

沢 13，800 13，100 17，300 19，900 3，700 67，800 

南 陽 市
4 l 1 6 
2，500 500 1，700 6，700 

高 畠
68 6 6 8 88 

町 56，900 4，900 3，800 3，100 68，700 

18 1 4 23 
JII 西 町 47，800 1，100 3，700 52，600 

上段は本数，下段は揚水量 (m
3/d) 〈国土庁(23)による〉

表2-2-18② 操業用地下水Z加jく施設一覧表(5)

|浅井戸|深井戸|集水渠 l集湧水池| 計

米 沢
174 20 8 18 220 
(855) (132) (263) (1，051) (2，301) 

南 陽 市
19 6 25 
(135) (144) (279) 

高 畠 1I汀
481 107 2 13 603 
(757) (388) (15) (471) (1，631) 

JII 西 ~IJ 
12 94 3 109 
(73) (497) (55) (625) 

計♂ 686 227 10 34 957 

(1.820) (1，161) (278) (1，577) (4，836) 

上段は施設数，下段( )内は受益面積 (ha) (東北政政局(5)による〉

用の深井戸をはじめ農業用浅井戸その他が混在している。また，同町和田では，砂川，小黒川沿

いに農業用の浅井戸群がみられる。盆地の西に流入する黒川，犬川の谷底低地や段丘上には深井

戸群がみられ，犬川では 2.5km区間に 6本の深井戸が並んでいる。いずれも，開田の際の主水

源、と して設けられたものである。 このほかの地下水利用の特色をあげるならば，松川， 羽黒JiI，

鬼面川などで，いまなお湧泉の利用が行われていることや吉野川扇状地における集水池群，それ

に農業水利の事情から用水不足地帯であった各河川末流での深井戸利用がとくに川西町で著しい

ことなどが注目される。 しかし， これも農業水利事業の完成により解消されることと なろ う。

なお，農業用の地下水取水施設は表 2-2-18②に示したように 900余カ所，かんがい面積は

約 4，900ha弱である。 大部分は水田に用い られるものであるが，畑地かんがい ο庖設園芸を含む〉

にも利用されるようになってきた。不圧地下水の利用が過半数を占めるという特色がある。
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13 福島盆地

(1) 地形・地質

福島盆地は，北東か

ら南西 にか けて約 30

kmの長さを有し，中

央部の伊達mr南部でく
び、れた「ひ ょうたん」

形の輪郭を呈する。 こ

の中央部のくびれの部

分を境にして，北東部

の北部盆地，南西部の

南部盆地に分けること

ができる。

北部盆地は，盆地の

ほぼ中央部[1を阿武隈川

が流れてい る。 阿武隈
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